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審査総評 

今回のテーマである「サンデー・コクテール」については参考資料も少なく難しい題材だ
ったと思いますが、カクテルの⽣い⽴ちや作者の「浜⽥晶吾先⽣」についてもしっかりと
調べられていて、お客様にも伝わりやすくプレゼンされる選⼿が多く、たいへん観応えの
ある競技でした。 

カクテルの味わいも⽔準が⾼く、全作品ストレス無くティスティングすることが出来て楽
しく審査を⾏えました。 

結果として点数が拮抗することになり、優勝選⼿と準優勝選⼿の点差もごく僅かなもので
した。 

今回惜しくも賞を逃した⽅も次回優勝の可能性は充分におありだと感じておりますのでこ
れで諦めることなく是⾮、再トライして頂けることを期待します。 

そんな中で次回へのアドバイスとしてお伝えできる事は、テーマカクテルを⾃⾝の作品と
してクリエイトするにあたっての、ネーミング・使⽤材料・製作⽅法(技法)を「なぜそう
したのか(reason why)」の部分の「伝わりやすさ」をもっと⼤切にされてはどうかと感じ
ました。 

「サンデー・コクテールはどんなカクテルであるか」の部分は丁寧に伝わっても、それを
「なぜこうした」かが伝わらなくては作品としての価値が半減してしまいます。 

どこかの偉い⽅の御⾔葉ではありませんが『納得と共感を得ること』はクリエィティヴに
とっても⾮常に⼤切なことと思います。 

創造性を⾼めようとするあまりに、お客様に伝わりにくいマニアックな素材や技法に進み
すぎることも商品価値を下げてしまう恐れがあります。 

⾃⾝の⾼みを発揮することばかりではなくお客様が「安⼼」して楽しむことのできる優し
さもクリエイティヴの要素として創作されることをお勧めします。 

テクニカルの部分にもまだまだ皆さんには「伸びしろ」がおありと⾒受けましたので更な
る研鑽を積まれ、来年も素晴らしいプレイ、素晴らしい作品に出逢えることを期待してい
ます。 



追記とさせていただきますが、 

レシピ提出の際に⾃家製素材やプレミックス素材を使⽤される場合、書類選考審査員が再
現不可能と判断した作品は選考の対象外となってしまいますのでお気をつけください。 

また、アルコールの⾃家蒸留など法に触れる恐れのあるものや⾷の安全に問題を感じる作
品も選考の対象外となりますので、書類選考の段階から「納得と共感」そして「安⼼」を
⼼がけて応募くださいますようお願い申し上げます。 


